
地域活性の起爆剤に
世界遺産登録で観光振興
年

宗像・沖ノ島と関連遺産群　［福岡県］

彦　根　城　［滋賀県］飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群　［奈良県］ 国立西洋美術館（本館）　［東京都］

富
士
山
に
続
け

未
来
の
世
界
遺
産
候
補

古都鎌倉の寺院・神社ほか　［神奈川県］百舌鳥・古市古墳群　［大阪府］平泉　仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群　［岩手県］〈拡張〉
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明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
　
九
州
・
山
口
と

関
連
地
域

観
光
立
国
の
実
現
は
、地
方（
地
域
）か
ら

北
海
道
・
北
東
北
を

中
心
と
し
た
　

縄
文
遺
跡
群
　［
北
海
道
・
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
］

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
群
　［
群
馬
県
］

長
崎
の
教
会
群
　
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
　［
長
崎
県
］

金を中心とする佐渡鉱山の遺産群　［新潟県］

◎
主
な
記
事
　

（１） 第２７３３号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日） （毎週土曜日発行）

　平安時代後期に浄土思想に基づき、独特の支配を
行った拠点として、中尊寺金色堂などが年に世
界文化遺産に登録された平泉。構成資産を検討した
際、１度除外された達谷窟＝写真＝などを再度暫定
リストに入れ、資産の拡張を目指す。

　玄界灘に浮かぶ沖ノ島＝写真＝では４世紀から
９世紀末まで、大陸との対外交渉や航海の安全祈
願のため国家的祭祀が行われてきた。宗像大社や
祭祀をつかさどっていた宗像氏の墳墓群なども合
わせて登録を目指す。

　１万年も安定し
て続いた縄文文化
を知ることができ
る遺跡。写真は国
内最大級の縄文集
落・三内丸山遺跡
の復元住居群。

　
２
０
１
３
年
は
日
本
の
シ

ン
ボ
ル
「
富
士
山
」
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
。
観
光

に
は
自
然
や
歴
史
、
文
化
と

い
っ
た
地
域
資
源
の
活
用
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
中
で
も

世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
、
国

内
外
に
地
域
を
売
り
込
む
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
内
の

候
補
地
を
紹
介
す
る
。

　
世
界
遺
産
は
「
人
類
が
引

き
継
い
で
い
く
べ
き
、
か
け

が
え
の
な
い
地
球
の
宝
物
」

を
保
護
す
る
の
を
目
的
に
、

１
９
７
２
年
に
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

が
世
界
遺
産
条
約
を
採
択
し

た
の
が
始
ま
り
。

　
登
録
さ
れ
る
物
件
は
不
動

産
に
限
ら
れ
、
建
造
物
や
遺

跡
が
中
心
の「
文
化
遺
産
」、

地
形
や
地
質
、
生
態
系
が
中

心
の
「
自
然
遺
産
」
、
文
化

遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
を

備
え
た
「
複
合
遺
産
」
の
三

つ
が
あ
る
。
「
顕
著
で
普
遍

的
価
値
」
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
登
録
の
基
準
に
な
っ
て

い
る
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
国
内
の
暫

定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
か

ら
政
府
が
１
年
に
１
回
毎
年

９
月
末
ま
で
に
、
国
の
推
薦

案
件
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す

る
。
一
度
に
推
薦
で
き
る
の

は
２
件
ま
で
で
、
う
ち
文
化

遺
産
は
１
件
に
限
定
さ
れ
て

い
る
。

　
文
化
遺
産
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
、
自
然
遺
産
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）

に
よ
っ
て
調
査
、
検
討
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
元
に
翌

年
５
月
頃
に
評
価
が
発
表
さ

れ
る
。
「
登
録
」
と
評
価
さ

れ
れ
ば
毎
年
６
～
７
月
に
開

催
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会

で
正
式
に
決
定
さ
れ
る
。

　
現
在
、
国
内
の
暫
定
リ
ス

ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
遺
産

は

件
。
す
べ
て
が
文
化
遺

産
候
補
だ
。

　
２
０
１
４
年
の
登
録
を
目

指
し
て
い
る
の
は
「
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
。

２
０
１
５
年
の
登
録
を
目
指

し
、
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ

て
い
る
の
は
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
　
九
州
・
山

口
と
関
連
地
域
」
と
な
っ
て

い
る
。

（
写
真
提
供
＝
青
森
県
教
育

庁
文
化
財
保
護
課
、群
馬
県
、

長
崎
県
、
堺
市
、
奈
良
県
ビ

ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
び

わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ

ー
、
鎌
倉
市
観
光
協
会
、
長

崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
、
大
牟
田
市
、
平
泉

観
光
協
会
）

　日本の近代化と
世界一の養蚕、製
糸技術の歴史を表
す産業遺産。写真
は空から見た富岡
製糸場（上）と繭
倉庫。

　日本で初めて武家政権のもと築かれた都市・鎌
倉は、現在では唯一まとまった武家文化に触れる
ことができる場所。高徳院の大仏＝写真＝や鶴岡
八幡宮、建長寺、円覚寺など件の資産で構成さ
れる。

　古墳文化の最盛期である５世紀前後の約年
間に築造された古墳群で、巨大な前方後円墳が集
中している。国内最大規模の仁徳天皇陵古墳＝写
真＝を始め、応神天皇陵古墳、履中天皇陵古墳な
どで構成。

　年に推古天皇が即位してから年に平城京へ
遷都するまでの天皇・皇族の宮殿や諸施設などで構
成される考古学的遺跡で、古代国家成立期の在り方
を伝える。壁画などから中国大陸、朝鮮半島の影響
が色濃く読み取れる。写真は石舞台古墳。

　世紀初頭の城郭建築最盛期の遺産であり、保
存状態が良好なことから天守は国宝に指定されて
いる。櫓（やぐら）や門、内外郭や城下町も含め
た一体を大名文化が見られる資産として世界遺産
登録を目指す。

　世紀を代表する世界的建築家ル・コルビュジ
エの代表作の一つで、日本に所在する唯一の建築
物。フランス政府が関係６カ国に点在する氏の作
品を取りまとめて登録を目指す。Ⓒ国立西洋美術
館

　江戸幕府や明治政府の経済を支えた佐渡鉱山の
金は世界経済にも大きな影響を与えた。年以
上にわたって発展した採鉱・製錬技術や鉱山都市
など、鉱山技術のほぼすべてを見ることができる。
写真は道遊の割戸。撮影：西山芳一

　
１
５
４
９
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
布
教
開
始
以
来
、
江

戸
幕
府
の
禁
教
政
策
で
も
守
り
抜
か
れ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
歩
み

を
示
す
遺
産
。
写
真
は
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
大
野
教
会
堂
、
旧
野
首
教
会

堂
、
黒
島
天
主
堂
、
大
浦
天
主
堂
。

［
岩
手
県
・
静
岡
県
・
山
口
県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
］

　
明
治
維
新
後
に
政
府
と
民
間
資
本
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
近
代
工
業
化
の
過
程
を
示
す
８
県

の

施
設
の
産
業
遺
産
群
。
「
軍
艦
島
」
と
し
て
知
ら
れ
る
端
島
炭
鉱
＝
写
真
中
央
と
下
＝

や
、
世
界
で
例
の
な
い
稼
動
中
の
資
産
、
三
菱
重
工
業
の
長
崎
造
船
所
、
新
日
鉄
住
金
の
八

幡
製
鉄
所
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
写
真
上
は
三
池
炭
鉱
宮
原
坑
跡
。

☆
３
、
４
面
＝
観
光
庁
・
久
保
長
官
、
日
本
観
光
振
興
協
会
・
山
口
会

長
、
日
本
政
府
観
光
局
・
松
山
理
事
長
に
よ
る
特
別
鼎
談

☆
８
～

面
＝
旅
行
業
４
社
ト
ッ
プ
座
談
会

☆

面
＝
旅
館
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト

☆

、

、

面
＝
旅
館
経
営
者
座
談
会


